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令和７年度予算特別委員会資料              資料請求番号３３ 

都市整備部都市政策課 

 

近鉄京都線連続立体交差事業の採択要件 

 

 

下記のとおり提出します。 

 

記 

 

・近鉄京都線高架化調査検討業務における予備調査の結果について 

 （令和元年第３回定例会 建設常任委員会提出資料） 
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建 設 常 任 委 員 会 資 料             令 和 元 年 ９ 月 １ ２ 日  

              （ 2019 年 ）      

都 市 整 備 部 都 市 政 策 課  

 

近 鉄 京 都 線 高 架 化 調 査 検 討 業 務 に お け る  

予 備 調 査 の 結 果 に つ い て  

  

 １  調 査 の 目 的  

本 市 は 南 北 の 道 路 は 発 達 し て い る が 、 近 鉄 京 都 線 に よ り 市 街

地 が 東 西 に 分 断 さ れ て い る た め 、 近 鉄 京 都 線 の 立 体 交 差 化 と あ

わ せ た 都 市 基 盤 の 早 期 整 備 が 課 題 と な っ て い る 。 ま た 、 調 査 対

象 路 線 で あ る 近 鉄 京 都 線 の 検 討 区 間 内 に は 、 市 内 最 大 の 乗 降 客

数 で あ る 寺 田 駅 を は じ め 、 北 側 に 久 津 川 駅 、 南 側 に 富 野 荘 駅 が

あ り 、 連 続 立 体 交 差 事 業 の 効 果 を 活 用 し た 駅 周 辺 整 備 を 進 め る

こ と が 必 要 と な る 。 以 上 の こ と か ら 近 鉄 京 都 線 の 高 架 化 に お け

る 採 択 要 件 、 鉄 道 条 件 、 費 用 対 効 果 等 に つ い て 調 査 検 討 を 行 う

も の で あ る 。  

 

 ２  調 査 対 象 路 線  

近 鉄 京 都 線 と 交 差 す る 主 要 な 幹 線 道 路 は 、 北 か ら 府 道 八 幡 城

陽 線 、府 道 内 里 城 陽 線 、国 道 24 号 バ イ パ ス 、府 道 富 野 荘 八 幡 線

の ４ 路 線 で あ り 、 う ち 府 道 八 幡 城 陽 線 と 府 道 内 里 城 陽 線 は 近 鉄

京 都 線 と 平 面 交 差 し 、国 道 24 号 バ イ パ ス は オ ー バ ー パ ス 、府 道

富 野 荘 八 幡 線 は 架 道 橋 下 を 通 過 し て い る 。  

近 鉄 京 都 線 と 交 差 す る 都 市 計 画 道 路 は 、 北 城 陽 線 （ 府 道 八 幡

城 陽 線 ）、塚 本 深 谷 線 、城 陽 宇 治 線（ 国 道 24 号 バ イ パ ス ）、第 二

名 神 自 動 車 道 宇 治 田 原 城 陽 線 、 水 主 長 池 線 の ５ 路 線 と な っ て い

る 。  
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 ３  連 続 立 体 交 差 事 業 の 実 施 可 能 な ケ ー ス の 抽 出  

事業区間としては、連続立体交差事業採択要件を満足する計３

ケースについて検討した。  

 検討事業区間  

ケース１  久津川駅から富野荘駅間  

ケース２  久津川駅から寺田駅間  

ケース３  寺田駅周辺  

また、施工方法として別線工法、仮線工法にて検討した。  

その結果、考えられる線形としては、下記の７案が可能である

ことが確認できた。  

 検討事業区間  施工方法  拡幅側  

ケース１  
久津川駅から  

富野荘駅間  
仮線工法  

東側  

西側  

ケース２  
久津川駅から  

寺田駅間  

別線工法  東側  

仮線工法  
東側  

西側  

ケース３  寺田駅周辺  仮線工法  
東側  

西側  

 

 ４  費用便益分析について  

本 業 務 に お け る 費 用 便 益 分 析 の 検 討 は 国 土 交 通 省 が 公 表 し て

い る 「 費 用 便 益 分 析 マ ニ ュ ア ル ： 連 続 立 体 交 差 事 業 偏 」 に 基 づ

い て 算 出 し た も の で あ り 、 評 価 点 は ① 走 行 時 間 短 縮 便 益 、 ② 走

行 経 費 減 少 便 益 、 ③ 交 通 事 故 減 少 便 益 、 以 上 ３ 点 を 定 量 的 に 行

っ た も の で あ る 。  

上 記 の 評 価 点 は 道 路 の 利 用 状 況 の み に 着 眼 し た も の で あ り 、

連 続 立 体 交 差 事 業 が 地 域 社 会 に も た ら さ れ る 様 々 な ま ち づ く り

に よ る 効 果 は 定 性 的 な 評 価 に と ど ま っ て い る 。  

本 業 務 に お い て 、費 用 便 益 費（ Ｂ /Ｃ ）の 算 出 を 行 っ た が 、連

続 立 体 交 差 事 業 の 採 択 要 件 は 満 た し て い る が 、 い ず れ の ケ ー ス

も 費 用 便 益 比 が 1.0 を 大 き く 下 回 る 結 果 と な っ た 。  
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 ５  調査結果について  

下記の点について確認することができた。  

・連続立体交差事業の採択要件は満たしていること。  

・鉄道側の条件である工法や線形などを確認し、物理的に連続立体

交差事業の実施が可能であること。  

・現状の交通量における費用便益比は、 1.0 を越えないこと。  

 

 ６  今後について  

現 時 点 で は 、 新 名 神 高 速 道 路 の 全 線 開 通 に 伴 う ま ち づ く り を

し っ か り と 進 め 、 ま ち の 活 性 化 を 図 る も の と す る 。 ま た 人 口 動

態 や 自 動 車 社 会 の 交 通 情 勢 の 変 化 を 見 据 え た ま ち づ く り も 検 討

す る 必 要 が あ る 。 こ れ ら を 踏 ま え 、 鉄 道 沿 線 を 軸 に 地 域 特 性 を

活 か し た 都 市 機 能 の 立 地 や 地 域 全 体 の 構 造 を 見 直 し た ま ち づ く

り 計 画 を 行 い 、 改 め て 連 続 立 体 交 差 事 業 の 検 討 を 行 う も の と す

る 。  
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